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iflぱ??をアセトン分画後，硫安分断し，さらに Amberlite IRC・50 のカラムを通すと電気泳動法による純度
90.8%，唾液腺ホルモンの主効力である家兎血清 Ca 低下効力 20.07 土1.32 % (Dose: 1mgjrabbit) で循
環白血球効力を有し，さらに家兎血清無機燐量をも減少させる効果(低下率 19.88:l-: 2. 31 %)を有するパ
ロチン様物質が得られるの 著者はこの物質を血清パロチン (Serum Parotin) と命名し，その物理化学的，
化学的性質をしらべた白 血清パロチンは集外部吸収スベクトノレ(吸収極大 277mμ) ，儲成アミノ酸 17
F重 (Leu， Phe, Met, Val, Pro, Arg, His, Thr, Tyr, Ala, Lys, Gly, Ser, Glu, Asp, Gys, Try) ともにパ
ロチンと全く同じで，超遠心分析法による沈降定数 S20 ・w二3.80 である口さらにその N 末端アミノ酸を
DNFB 法及び pipsyl 法で検索した結果，アスパラギン酸のみであることを認めたのなお血清パロチンは
???っノ」
パロチンよりも熱に対しでかなり安定で 60 0C， 1 時間の加熱では Ca 効力も白血球効力も安定であるが，
100 0 C, 1時間の加熱では Ca 効力は半減する。
次いで生理化学的な性質を検討したつまず血清パロチン， S-パロチン，対照物質として効力の無い牛血
















を認めたっ Ouchterlony のゲル内沈降反応においても血育パロチン， S-パロチン，パロチン，サリパパロ
チン等パロチン関連物質のみが交叉反応を示したっさらに血清パロチン及び~S-パロチンはそれぞれ対応す





ン，パパインを作用させ，その Ca 低下効力と白血球効力をしらべたちその結果， トリプシン 40時間分解
とペプシン 24 時間分解の療に対照に比して効力の増強がみとめられた 3 パパインは Ca 効力を全く失活
させて了うし，キモトリプシンは対照とほとんど差がないないので取りとげるに足りないと考え， トリブ
シン40時間分解物及びペプシン 24 時間分解物の精製を行なったっ酵素分解物をアセトン分画し，次いで・
酸性アノレミナカラムクロマトゲラフイーにかけて精製するとペプシン24時間分解物からは Ca 効力13.91 士























物質は純度 90.8%で Ca 低下効力 20.07土 1.32%で 11-1血球効力を有し，紫外部吸収スペクトル，構成アミ
ノ酸ともにパロチンと全く同じでその沈降定数は S20 ， W二 3.80 で N 末端アミノ酸はアスパラギン酸であ
る口そしてその生理化学的な唾液腺ホルモン特異性を 131 1で標識した血清パロチンについて S-パロチン，
パロチンの生体内分布と比較検討した結果血清ノf ロチンが一連のパロチン関連物質と全く同じ分布像を示
した。また甲状腺への特異な分布からその甲状腺機能との相関を 32p 甲状腺掻取増加作用についてしらべ
たところ血清パロチンはパロチン， S-パロチンとともに全く同じ作用を示し，これらのことから生物活性
』こおいても血清パロチンが唾液腺ホルモン特異牲を示すことを明らかにした口
さらにその蛋 1'1構造上の唾被腺ホルモン特異牲についても免疫化学的検討を加え，血清ノt ロチンがモノレ
モット臓器アナフイラキシー反応，家兎抗1[11清による沈降反応において一連のパロチン関連物質，パロチ
ン， S・パロチン等とともに特異性を有することを証明し，加えて生物学的検定法に代り得る定量法として
新しく免疫学的沈降反応が有意義であることを確立した巴
一方応用面の研究として血清パロチンの作用問の追究と有効な低分子物質の調整のため血清パロチンの
酵素分解について研究しトリプシン及びペプシン分解により，低分子の免疫性の弱い新物質を得ることに
成功し，さらにその基礎的研究が構造研究上にも役立つことをみとめた。
以上の研究結果は学術上重要な貢献をなしたものであって博土論文として価価あるものと認めるの
円/』??つノ』
